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イオンチャネル・トランスポーター・ポンプは多彩な環境に適応するために数少ない基本

構造から分子進化した．イオン輸送体は養分吸収，体内循環，環境適応，気孔開閉などに

深く関与する．微生物や動物細胞を利用した発現解析系や電気生理測定によって，微生物

や植物のK輸送体の輸送活性が明らかになった．耐塩性にかかわるNaトランスポーター，

非栄養元素Rb/Cs輸送体，Clチャネルの細胞内調節系について紹介するとともに，情報

伝達反応の解析道具やバイオスティミュラントとなるイオンチャネルの特異的阻害剤の探

索について考察する．
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農作物と食品のメタボローム解析

〜私たちは何を食べているのか？〜

京都大学大学院農学研究科・教授 及川 彰

私たちが日々食べている農産物や食品には数多くの低分子化合物が含まれている．

従来の食品分析では，アミノ酸や糖など風味に関わる化合物やビタミンなど健康機

能性に関与すると考えられる化合物をターゲットにしていたが，これらは農産物や

食品に含まれる成分の一部にすぎない．近年の分析技術の向上により，サンプル中

の低分子の網羅解析（メタボローム解析）が可能になった．本セミナーでは，農産

物の品種間差や環境条件が農産物の品質に与える影響，加工や調理による食品成分

の変動など，メタボローム解析を用いた「私たちが何を食べているのか」を明らか

にする研究を紹介する．
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